
アニメ・ファッション分野等での 

外国人採用 

専門知識・技術が求められる外国人採用 

 外国人が日本で適法に就労するためには、

就労可能な「在留資格」、いわゆる「就労ビ

ザ」を取得する必要がありますが、一部の

例外を除き、この就労ビザが許容され得る

業務は「学術上の素養を背景とする」「高度」

で「専門的」な技術・知識を要するもので

なければならないとされています。たとえ

ば、会計学を学んだ人がその知識を活かし

て会計業務に就く場合や、電気通信工学を

学んだ人がエンジニアになる場合などは比

較的イメージしやすいのですが、業界によ

ってはどのような業務が「学術上の素養を

背景とする」「高度」で「専門的」なものと

して許容されるのか、判断が非常に難しい

ケースが多々ありました。 

クールジャパン戦略と就労ビザの明確化 

 これに対し、法務省は平成 29 年 9 月、ア

ニメ、ファッション・デザイン、美容、食

の 4 分野について、これらを専門に学びに

来日した留学生等が、卒業後も引き続き日

本で働く場合、どのような業務が就労ビザ

の活動範囲に該当し得るのか、各分野にお

けるこれまでの許可事例等を公表しました。

この背景には、クールジャパン戦略の推進

や日本のコンテンツに対する海外からの関

心の高さがあるようです。 

新たに公表された許可事例 

今回公表された許可事例には次のような

ものがあります。 

①日本の専門学校においてマンガ・アニ

メーション科を卒業した外国人が、アニ

メ制作会社において、絵コンテ等の構成

や原画の作成といった主体的な創作活動

に従事するもの。 

②日本の専門学校においてデザイン科を

卒業した外国人が、服飾業を営む会社に

おいて、ファッションコーディネーター

として商品の企画販促や商品ディスプレ

イの考案等に従事するもの。 

あくまで専門的技術や知識を活かす業務

でなければならない、という前提に変わり

はありません。しかし、これまで不透明で

あった分野における許可事例の公表で、企

業の外国人採用、また留学生の就職活動に

も、新たな視点が加わりそうです。 
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採用活動や就職活動

の基準がわかりやす

くなることに期待し

ます。 


